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✿ 表　紙　　　　　　　　　　

　市内には、紅葉を楽しめる名所
が数多くあります。
　写真は、曜光山月山寺（西小
塙地区：中央上）、 静山薬王寺

（青木地区：左下）、椎尾山薬王院
（真壁町椎尾地区：右下）それぞ

れの紅葉の様子です。

✿ 桜川市の人口と世帯　　　　

【人口】 43,051 人 （ー 56）

【 男 】 21,300 人 （ー 34）

【 女 】 21,751 人 （ー 22）

【世帯】 15,359 世帯（ー 21）

（　　）は対前月増減

住民基本台帳
平成 29 年 11 月１日現在

さくらがわの秋（曜光山月山寺・
　静山薬王寺・椎尾山薬王院）

団
地
へ
の
侵
入
道
路（
ラ
ス
カ
・
南

飯
田
地
区
間
）を
整
備
し
、企
業
の

進
出
し
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
す
。

農
業
を
盛
り
上
げ
ま
す

　

農
業
者
育
成
や
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
推
進
、
観
光
分
野
と
連
携

に
よ
り
、
農
業
お
よ
び
農
作
物
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

加
え
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
・
防
御

の
強
化
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す

　

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、
国

際
交
流
を
通
じ
た
語
学
教
育
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
楽
し

く
学
べ
る
学
校
を
作
り
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
川
市
立
小
中
学
校
適

正
配
置
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご

意
見
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
小
・

命
と
健
康
を
守
り
ま
す

　

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
と
、
茨
城
県
西
部
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
地
域

医
療
体
制
を
確
立
し
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
を
元
気
に
し
ま
す

　

桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
開
発
を
進
め
、企
業
立
地
、

民
間
活
力
に
よ
る
商
業
施
設
、
医

療
施
設
の
整
備
に
よ
り
産
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
商
業
施
設
内

に
は
、
農
産
物
直
売
所
や
石
の
展

示
場
を
設
け
て
、
市
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル
を
整
備

し
、
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
や

交
流
人
口
の
拡
大
・
地
域
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
所
有
の
岩
瀬
工
業

中
学
校
の
適
正
配
置
を
目
指
し
ま

す
。

観
光
に
力
を
入
れ
ま
す

　
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
や
「
高
峯

の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
を
中
心
に
、
市

内
全
域
で
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
護
・

保
全
活
動
を
推
進
し
、
観
光
客
の

増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
産
物
開
発
な
ど
に
よ

る
地
域
商
業
の
活
性
化
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
文
化
の
醸
成
、
地
域
と
協
働

し
た
環
境
配
備
や
、
景
観
形
成
の

促
進
な
ど
の
施
策
の
相
互
連
携
を

図
り
、
日
本
一
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

里
を
実
現
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
を
立
て
直
し
ま
す

　

公
正
公
平
な
行
政
運
営
を
進

め
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
ふ

ま
え
て
経
費
の
削
減
を
行
い
、
効

率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

更なる飛躍を目指して、
� 大塚市政 ２期目の船出

お
借
り
し
、
心
か
ら
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
期
目
の
市
政
を
担
う
に
あ
た

り
、
現
在
の
桜
川
市
に
と
っ
て
の

最
重
要
課
題
が
、
い
か
に
し
て
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
企
業
誘
致
を
推

進
し
、
雇
用
拡
大
を
図
り
、
人
口

増
加
に
向
け
た
「
住
ん
で
み
た
い

ま
ち
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
適
正
な

配
置
や
認
定
こ
ど
も
園
の
民
営
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
経
費
削

減
を
行
い
、
そ
の
削
減
分
を
活
用

し
て
、
給
食
費
の
無
料
化
を
目
指

し
「
住
み
や
す
い
ま
ち
」
を
実
現

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
桜
川
市
第
2
次
総
合

計
画
に
掲
げ
た
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と

市
民
の
幸
せ
が
咲
く
ま
ち 

桜
川
」

を
市
の
将
来
像
と
し「
住
み
た
い
」

「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
去
る
10
月
22
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
桜
川
市
長
選
挙
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
信
任
を

賜
り
、
引
き
続
き
、
市
政
運
営
の

か
じ
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、

そ
の
責
務
の
重
さ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
に
市
長
と
し
て

就
任
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
心
掛
け
、
地
域
医
療
の
再

建
や
企
業
・
商
業
施
設
の
誘
致
、

小
中
一
貫
校
の
整
備
な
ど
の
重
要

課
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
が
実
現
で
き
た

こ
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
ご
協
力
の
賜
物
と
、
こ
の
場
を

と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
「
命
と
健
康
を
守

る
」「
産
業
を
元
気
に
す
る
」「
農

業
を
盛
り
上
げ
る
」「
教
育
を
充

実
さ
せ
る
」「
観
光
に
力
を
入
れ

る
」「
行
財
政
の
立
て
直
し
」
の

６
項
目
を
主
要
政
策
に
掲
げ
、
市

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

市
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。桜

川
市
長�

大
塚 

秀
喜

「
住
み
や
す
い
ま
ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、

�

誇
れ
る
ま
ち
、
元
気
な
桜
川
市
」
に

初登庁後の職員訓示で「住みやすいまち、住んでみたい
まち、誇れるまち、元気な桜川市にしたい」と市職員に
呼びかける大塚市長

支援者の方と握手を交わす初登庁した大塚市長

大塚市政　２期目に向けて
市長就任のごあいさつ

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

　
　
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
！�

６
項
目
の
主
要
政
策

10 月 25 日９時に 2 期目を迎える大塚市長が大和庁舎玄関前に到着。職員から
花束を受け取り、支援者の方や市職員から大きな拍手で迎えられました。
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